
市 議 会 だ よ り （4）第２３６号 2019年（平成31年）２月９日

行徳支所の市民窓口

市川市文化会館１階ロビー

本市は平成16年11月に「健康都市いちかわ」を宣言

行
徳
支
所
の

業
務
拡
充

国
保
税
の

負
担
の
あ
り
方

「
カ
タ
カ
ナ
語
」

の

使

用

文
化
会
館
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

健
康
都
市
推
進

の
取
り
組
み

問　
か
つ
て
は
保
育
園
の
申
請

を
す
る
に
も
、
手
続
き
に
は
行

徳
支
所
で
は
な
く
本
庁
に
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
現

在
は
行
徳
支
所
で
相
談
業
務
や

受
付
業
務
も
行
え
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
支
所
の
管
轄
区
域
に

住
む
市
民
の
更
な
る
利
便
性
を

図
る
た
め
に
は
、
障
が
い
福
祉

な
ど
の
業
務
の
拡
充
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
市

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
行
徳
支
所
の
業
務
に
つ
い

て
は
、
身
近
な
こ
と
を
身
近
な

場
所
で
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
、

市
民
生
活
に
密
接
な
業
務
を
支

所
で
行
い
、
市
民
の
利
便
性
を

図
る
こ
と
を
基
本
的
な
考
え
方

と
し
て
い
る
。
現
在
、
支
所
で

取
り
扱
っ
て
い
な
い
業
務
内
容

の
洗
い
出
し
等
を
行
っ
て
お
り
、

作
業
後
は
速
や
か
に
必
要
な
業

務
の
拡
充
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

る
と
認
識
し
て
い
る
。
低
所
得

者
が
多
く
加
入
す
る
国
民
健
康

保
険
に
お
い
て
は
、
高
す
ぎ
る

国
保
税
を
引
き
下
げ
る
た
め
公

費
負
担
を
増
や
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
低
所
得
者
の
国
保
税
の

負
担
に
つ
い
て
、
市
は
ど
う
考

え
る
か
。
ま
た
、
他
市
で
は
18

歳
以
下
の
子
ど
も
に
つ
き
国
保

税
の
均
等
割
を
減
免
す
る
例
も

あ
る
が
、
本
市
で
同
様
の
制
度

を
導
入
す
る
考
え
を
問
う
。

答　
一
般
論
と
し
て
、
社
会
保

険
料
・
税
に
は
逆
進
性
が
あ
り
、

低
・
中
所
得
者
に
と
っ
て
負
担

が
重
く
、
市
と
し
て
も
で
き
る

こ
と
が
あ
れ
ば
配
慮
が
必
要
と

思
う
が
、
減
免
等
を
盛
り
込
む

に
は
相
当
の
財
源
が
必
要
で
あ

り
、
よ
く
よ
く
研
究
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
相
互
扶
助
の
趣

旨
に
基
づ
く
国
民
健
康
保
険
は
、

所
得
に
応
じ
た
税
負
担
が
本
来

の
姿
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

所
得
に
応
じ
た
法
定
の
軽
減
制

度
が
、
現
在
も
加
入
世
帯
の
約

５
割
に
適
用
さ
れ
て
い
る
他
、

問　
税
の
負
担
は
、
所
得
に
応

じ
た
累
進
課
税
と
生
計
費
の
非

課
税
が
基
本
的
な
考
え
方
で
あ

問　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及

し
た
昨
今
、「
カ
タ
カ
ナ
語
」

の
使
用
は
当
然
の
こ
と
で
は
あ

る
が
、
日
本
語
で
言
え
る
言
葉

問　
平
成
30
年
度
予
算
に
は
文

化
会
館
の
改
修
設
計
委
託
料
が

計
上
さ
れ
た
。
文
化
会
館
は
、

既
に
竣
工
か
ら
30
年
以
上
が
経

過
し
て
い
る
が
、
当
時
は
バ
リ

ア
フ
リ
ー
法
制
も
整
備
さ
れ
て

お
ら
ず
、
館
内
に
あ
る
数
段
の

段
差
で
も
車
い
す
の
人
が
利
用

す
る
に
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

今
回
が
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
も

思
わ
れ
、
抜
本
的
な
改
善
を
望

み
た
い
。
そ
こ
で
、
改
修
に
対

す
る
市
の
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

答　
現
在
の
文
化
会
館
は
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
面
で
も
課
題
が
多

い
施
設
と
認
識
し
て
い
る
。
改

修
計
画
の
策
定
で
は
、
利
用
者

等
の
声
を
聴
き
具
体
的
な
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
つ
つ
、
各
設
備
の

更
新
の
他
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

等
の
機
能
向
上
も
改
修
方
針
に

盛
り
込
み
た
い
。
計
画
で
は
全

館
を
改
修
対
象
と
し
て
、
ホ
ー

ル
等
へ
向
か
う
動
線
の
み
な
ら

ず
、
施
設
内
全
体
を
ス
ム
ー
ズ

に
移
動
で
き
る
よ
う
、
細
か
い

段
差
の
解
消
や
多
目
的
ト
イ
レ

の
増
設
等
も
検
討
す
る
他
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
等
構
造
上

困
難
な
課
題
に
対
し
て
も
、
代

替
案
も
視
野
に
入
れ
て
課
題
の

解
消
を
考
え
た
い
。
今
後
、
設

備
の
現
状
調
査
を
行
い
、
31
年

度
中
に
改
修
計
画
を
ま
と
め
て

実
施
設
計
、
工
事
施
工
と
進
め

て
い
く
。
ま
た
、
臨
時
の
ス
ロ

ー
プ
等
必
要
な
配
慮
に
つ
い
て

も
随
時
考
え
て
い
き
た
い
。

を
わ
ざ
わ
ざ
変
換
し
、
か
つ
当

該
国
の
人
も
理
解
で
き
な
い
よ

う
な
「
カ
タ
カ
ナ
語
」
が
横
行

し
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら

れ
る
現
状
は
、
言
葉
文
化
の
崩

壊
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
外
来
語
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
、
学
校
教
育
の
場
で

は
市
が
一
定
の
基
準
を
示
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

答　
学
校
教
育
で
は
、
文
部
科

学
省
に
よ
る
外
来
語
の
取
り
扱

い
基
準
を
踏
ま
え
て
作
成
さ
れ

た
学
習
指
導
要
領
が
各
学
校
の

教
育
計
画
の
基
に
な
っ
て
お
り
、

現
状
の
取
り
扱
い
で
問
題
な
い

と
考
え
て
い
る
。
定
着
が
十
分

で
な
い
言
葉
に
つ
い
て
は
、
言

い
換
え
や
注
釈
等
の
配
慮
を
教

職
員
へ
周
知
し
て
い
き
た
い
。

答　
健
康
都
市
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
平
成
16
年
度
に
都
市
宣

言
を
行
い
、
組
織
横
断
的
に
全

て
の
事
業
に
健
康
と
い
う
視
点

を
取
り
入
れ
る
べ
く
、
企
画
部

に
健
康
都
市
推
進
課
を
設
置
し

た
。
そ
の
取
り
組
み
が
一
定
の

水
準
に
達
し
た
た
め
、
現
在
は

保
健
部
内
の
１
グ
ル
ー
プ
と
し

て
い
る
が
、
近
年
の
健
康
意
識

の
高
ま
り
も
あ
り
、
地
域
の
中

で
の
活
動
推
進
に
向
け
、
組
織

の
見
直
し
も
考
え
て
い
き
た
い
。

問　
健
康
都
市
の
推
進
と
は
、

で
き
る
限
り
高
い
健
康
水
準
を

享
受
で
き
る
社
会
を
作
り
上
げ

よ
う
と
す
る
、
広
い
分
野
を
網

羅
す
る
大
き
な
試
み
で
あ
る
と

考
え
る
。
本
市
は
「
健
康
都
市

い
ち
か
わ
」
を
宣
言
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
健
康
事
業
に

関
す
る
新
た
な
役
割
を
含
め
た

担
当
部
署
を
設
置
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
市
は
ど
う
考
え
る
か
。

個
々
の
事
情
に
よ
る
一
時
的
な

減
免
も
あ
る
。
ま
た
、
18
歳
以

下
の
子
ど
も
の
均
等
割
を
減
免

す
る
に
は
約
１
億
５
千
万
円
の

財
源
が
必
要
と
試
算
し
て
お
り
、

財
源
の
確
保
を
含
め
、
全
て
の

加
入
者
に
理
解
し
て
も
ら
え
る

制
度
と
な
る
よ
う
、
慎
重
な
検

討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

日 

本 

共 

産 

党

清
水
み
な
子

髙
坂
　
　
進

金
子
　
貞
作

廣〔
総
括
質
問
者
〕

田
　
德
子

桜
井
　
雅
人

自
由
民
主
党

中
山
　
幸
紀

ほ〔
総
括
質
問
者
〕

そ
だ
伸
一

佐
藤
ゆ
き
の
り

か
い
づ
　
勉

創
生
市
川
第
３

荒
木
　
詩
郎

松
永
　
鉄
兵

稲〔
総
括
質
問
者
〕

葉
　
健
二
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